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激石の虚像と実像
Sδseki’s true image as seen in Kojin 
Yoko McClain* 
Many times since childhood, I have heard my mother speak 
about my grandfather Soseki. Since her remarks always conclud-
ed with expressions of fear of her father, my image of Soseki 
while I was growing up was a frightening one. In later years, as 
I became more familiar with his work, however, I found him to 
be a tragically lonely figure. This fact was particularly evident in 
Kojin , inwhich he graphically described himself psychologically. 
Kojin was written when Sbseki was seriously afflicted with both 
neurotic disorders and stomach ulcers. Many of the everyday 
happenings at home that were related to me by my mother often 
appear in this work. 
It is a known fact that Soseki attracted a great many students 
who revered and loved him. One wonders which Soseki is the true 
Soseki-the frightening family man, the lonely human being, or 
the adored teacher with high ideals. Judging from what I person-
ally heard from my mother and other relatives, and from reading 
his writings and those of his students, I feel that the true Soseki 
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長谷川泉氏から、メンタル・ストレスが胃潰蕩などの肉体的病いをもたらすことは
今日医学的に確立されているが、逆に胃潰蕩といった病いを宿病として持っている場
合に、それが精神にどのような影響を与えるか、今のところまだはっきりしていない。
激石は、解剖記録が残されているので胃癌でなかったことは確かであるが、病名は残
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念ながら松沢病院のカルテが紛失しているために意見が別れている。これらの解明も
残された問題であろうとコメントがあった。
これに対し発表者から、そうした医学的な面での解明が進めば、激石の文学の見方
も変化するとお考えでしょうかと質問があり、長谷川氏から、家族につらく当るなど
がどこから生じるかなど、やはり見方が変るのではないかという意見が述べられた。
また文潔若氏から、激石は中国でも広く読まれ多くの作品が翻訳されているが、初
期の「坊っちゃん」や「吾輩は猫であるjには社会に対する批判や反逆の精神が見ら
れるが、後にはそれが無くなり、自分の内面の心理的なものを書いています。それに
は大逆事件が関係があるように思われますがいかがでしょうか、石川啄木は若くして
亡くなりましたがもしあのまま書き続ければ小林多喜二のような結果になったかも知
れませんし、徳富草花も講演ができなくなるなどのことがあったので激石も病気や家
庭内の問題でなしに、そうした明治の時代の影響を受けたのではないでしょうか、と
質問があり、
発表者から、それはよい見方だと思いますが、作家は何か一つの影響だけでなく、
いろいろなものによって一作一作変ってゆくものであろうと思います。 「吾輩は猫で
ある」はちょうどロンドンから帰って欝病の起った時でもあり、あのような作品を書
くことで自分を出さなくてはいられなかったということではないでしょうか、そして
またほかの落着いた時にはそのような作品を書くということにもなったと思われます。
ず、っと後の「明暗」にもまた社会的な問題が出て来ていますし、いろいろな経験全体
によって、文学的にも変っていったと思います、と答があり、
文氏から晩年のものの方が文学的にも高いものであるということについては自分も
そのように思うと意見があり、発表者から、激石自身も後には「虞美人草」などはい
やだといっているし、後の作品の方が文学的に深いものだと思うが、 「坊っちゃんJ
や「吾輩は猫である」を書いたことは悪いことではなくて、それによって、はじめか
ら「こころjのような作品を書いた場合より、ず、っと多くの人が激石の文学を読むよ
うになったと思うとコメントがあった。
また文潔若氏から重ねて、激石はロンドンであまり社会にふれず勉強して一度は英
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文で小説を書こうとしたということですが、失敗したのでしょうか、と質問があり、
発表者から、もちろん失敗しました。当時の人は森鴎外がドイツ語で数学を学んだ
とか二葉亭四迷がロシア語で勉強したとか、外国語の教科書しかない時代でしたから、
読む力などは非常にあったと思いますが、外国語で文学作品をつくることは誰にとっ
ても不可能に近いことだと思います。激石も英詩を創っていますがうまくありません
し、彼自身それをよく自覚していたと思います、と答があった。
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